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夏の甲子園は１０７年ぶりの慶応義塾高等学校の優勝で幕が下り
ました。スポーツマンシップを体現する両チームの球児たち。インタ
ビューでは両校監督からでる名言の数々。私は、特に森林貴彦監
督のコメントが気になり、著書を読んでみました。

『 十分な睡眠をとり、朝食をしっかり食べる 』 お子さんの熱中症予防にご協力ください

９月第２週の天気予報では、最高気温が３０度を超える日が続き、まだまだ酷暑が続きます。熱中症
の予防として、十分な睡眠と朝食をしっかりと食べることができるように生活リズムを整えてください。

HPはこちら

運動会の練習が始まります

来週から１０月７日（土）開催の運動会に
向け練習が始まります。今年は、４年ぶり
に全校児童が校庭に一堂に会しての開催
です。熱中症対策としての午前中開催。
入れ替え制による保護者の参観。競技種
目の精選。特に表現は２学年合同で取り
組みます。本校にとっても、運動会の価値
を問い直す機会になると考えています。
本番で子供たちが練習の成果を伸び伸
びと発揮することを目標とします。取組を
通して子供たちに育てたいこと、目的を明
確にして指導にあたります。安全に気を付
けながら限られた日程で仕上げるというタ
スクもあります。「教えること」と「導くこと」
のバランスを工夫しながら、教員も子供と
ともに成長する１か月が始まります。

高校野球の価値とは？
目標と目的がぶれない指導

慶応義塾高等学校野球部 森林貴彦監督
の著書『Thinking Baseball』を一読して、一番、
感銘を受けたことは、目標と目的がぶれず
に生徒の指導にあたっていること。そして、
監督自身が指導者として学び続けている姿
でした。
監督は、高校野球の価値とは何か？と読
者に問い直します。そして、甲子園で優勝す
ることは目標であり、その先の社会で活躍で
きる人を育てるのが目的であると、指導者と
して、ぶれない指導観を記しています。
生徒は「自分で考えながら練習したり、プ
レーしたりしているか？」「野球そのものを楽
しんでいるか？」生徒一人一人と向き合いな
がら、よりよいコーチングを学び続ける森林
監督の姿には、教育に携わるものとして学
ぶものが多くありました。

令和４年度 運動会 ６年 表現
『団結、そして飛躍～型破りの挑戦で思い出を形に～』
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